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本誌第３巻第２号をお届けします。巻は通年の番号で
今年は３年目、号は心理学篇が１号で社会学篇が２号、
という数え方。ということで『専修人間科学論集社会学
篇』は、今年２０１３年３月刊の本号は「第３巻第２号」、
来年度は「第４巻第２号」です。学部スタッフの会話で
は、「あの第２号の論文だけどね、あれは…」という場
合、編集経験者は「いつの２号のことを言っているのだ
ろう？」と思いつつ話を聞いていて、発話者は（おそら
く自明のこととして）「（二年目の）２号のこと」を示し
ておられるのでしょう。実は双方で異なる原稿を想起し
ている場合があり、少なからぬ誤解が生じる一コマもあ
りましたが、これもご愛敬。皆様のご協力のおかげで、
本巻（第３巻第２号）も刊行の運びとなりました。
思い起こせば、創刊に際して両学科から編集担当が出
て、両号（心理学篇・社会学篇）の判型・体裁・デザイ
ン、発行部数や入稿・校正そして武道館卒業式での配本
の段取りまで、一つずつ検討を重ねて来ました。初年度
の編集委員でいらっしゃった心理学篇編集主幹の乾吉佑
教授とともに、この一連のプロセスを重ねて参りました
が、今年度をもって乾先生は定年退職となられます。心
理学篇は先生の退職記念号となります。乾先生とご一緒
させていただき重ねてきた発刊・編集プロセスを思い起
こしつつ、先生の長年にわたる専修大学でのご尽力にあ
らためて敬意をあらわし、武道館卒業式で先生をお送り
したいと思います。
さて、社会学篇編集では、初年度で両号統一の体裁を
形づくり、二年度目において社会学領域の事情に合わせ
てその微修正を行ってきました。そのあたりの経緯は社
会学篇第２巻第２号の編集後記に記してあります。そし
て本巻から次巻に向けての社会学篇（あるいは社会学
科）内部の懸案事項としては、学術論文集としての査読
体制の確立・明記であろうと思われます。現状は編集委
員会内部で集稿、チェック、査読、修正を処理していま
すが、査読手順、評価基準等を表示して学術誌としての
位置づけ・体制を明確にすることが必要となっておりま
す。これをどこまで厳密に、どのように議論を進めてい
くべきか、この難問を次巻編集委員会に引き継ぎたいと
思います。
また、これは姉妹紙との関わりになりますが、文学部
人文学科社会学専攻の紀要『専修社会学』が今年度をも
ってその任を終えますので（学部改編により文学部人文
学科社会学専攻では今年度、最後の卒業生を送り出しま
す）、専修大学社会学会の継続に合わせて、その研究成
果の発表の場として、『専修人間科学論集社会学篇』が
どう位置づけられるのか、検討を始めなくてはなりませ
ん。次年度の社会学篇編集委員会には大きな置き土産を
してしまうことになりましたが、どうぞよろしくお願い
致します。
最後になりましたが、前巻より両号編集をご担当いた
だいた専修大学出版局の M.E.さんには心より感謝いた
します。学科編集主幹の私の杜撰な工程管理を軌道修正
しつつ、適切に入稿・校正等の段取りを整えていただき
ました。ありがとうございます。 （大矢根）
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